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習塾講師能力評価システムの趣旨学1



1．学習塾講師能力評価システムの趣旨

1．学習塾講師能力評価システムとは

　全国の学習塾講師ならびに学習塾講師をめざす求職者を主な対象者として、一

人前の講師として教壇に立てるレベルの人材を認定する「集団指導2級」と、学

習塾講師としてより高度な所定の要件を満たすレベルの人材を認定するr集団指

導1級」とを整備し、「学習塾講師能力評価システム」を構築する。これにより、

学習塾講師に求められるスキル要件が業界内に徹底され、これを学習塾講師個人

が自らの能力開発指針として、また、各学習塾が自塾における研修内容の一部と

して参照することが可能となり、かつ、能力開発すべき重点ポイントを知る機会

となる。さらに、発行される「認定証」は、本業界への就職や業界内転職、昇給

時等においてスキル保有状況を証明するためのツールとなる。

　当協会では、今後昨年度までの集団指導2級に関する研究成果（平成！8年度学

習塾業産業雇用高度化推進事業報告書）を踏まえて、その実証準備を完了し来年

度当初には稼動する予定としており、「集団指導1級」を本格的に展開する端緒を

得るとともに、同様の仕組みを念頭に「集団指導1級」については「集団指導2

級」を下敷きにして「集団指導1級」の基本体系0設計を検討する。さらに、今

回の検討内容を踏まえ「個別指導2級・1級」等を順次創設することも今後の目

標としており、「学習塾講師能力評価システム」を拡充し、「各学習塾における優

秀な人材の確保・育成」をめざしている。

2．評価の基底を成すもの

「学習塾講師能力評価システム」における評価要素・評価項目はす「学習塾のミ

ッション（社会から求められている役割）」ならびに、このミッションを果たすた

めに「期待される講師像」に基づいて設定されるものとした。

　学習塾のミッションと期待される講師像は、次の通りである。

A．学習塾のミッション

本事業では、学習塾のミッションを以下の4点に整理した。すなわち、

　①塾生一人ひとりを「もっとできる」ようにする

　②塾生のやる気（学習意欲〉を醸成する
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③塾生の「わかる／できる」に責任を持つ

④保護者に対するコミットメント（深い関わり）を通じて、社会へ貢献する

　　　（社会で必要とされる人材を育成する）

である。以下ではそれぞれのミッションについてその内容を説明していく。

①塾生一人ひとりを「もっとできる」ようにする

　学習塾に期待されているのは「そこに通えば今よりもっと学力が向上するよう

になる」ことである。塾生が塾に通う目的が「受験」であれ「補習」であれ、一

人ひとりを「もっとできる」ようにすることが学習塾の社会的使命である。

②塾生のやる気（学習意欲）を醸成する

　やる気（学習意欲）なくして「もっとできる（わからないことがわかるように

なる／学力が向上する）」ことはない。学習塾は単に知識や受験技術を伝える場で

はなく、こうしたものが塾生一人ひとりの血肉と化すのに欠かせない「やる気（学

習意欲）」を醸成する役割をも当然担うべきである。

③塾生の「わかる／できる」に責任を持つ

　塾生が「わからない／できない」ことについて、学習塾には一切の言い訳が許

されない。塾生を「わかる／できる」ようにするために授業料をいただいている

のであって、単に「授業をした」という事実に対してお金をいただいているわけ

ではない。

④保護者に対するコミットメント（深い関わり）を通じて、社会へ貢献する（社

　会で必要とされる人材を育成する）

　授業料は生徒個人からでなく、保護者から支払われている。このことを踏まえ

ると学習塾は「一人ひとりの保護者の望み」を充分に理解したうえで塾生への教

育を実践する必要がある。

　「一人ひとりの保護者の望み」に通底するのは「子どもに社会で必要とされる

人材になってほしい」ということである。学習塾とは、塾生一人ひとりが「社会

で必要とされる人材」として成長し続けるための「知恵」と「知識」を教育する
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ことを通じ、社会に貢献するものである。

B．期待される講師像

　上記ミッションを達成しうることに貢献する講師像、すなわち「期待される講

師像」は以下の4点である。すなわち、

　①「教えて帰す」ではなく「わからせて帰す」人材

　②「認めて励ます」「楽しみに通わせる」人材

　③「結果に責任を負う」人材

　④保護者に「お金を出してもよい」と思わせる人材

である。以下ではそれぞれの講師像について具体的なイメージを記していく。

①「教えて帰す」ではなく「わからせて帰す」人材

　塾生一人ひとりを「もっとできる」「わかる」ようにするためには、独りよがり

の授業は許されない。塾生の目線に立ち、自分の授業に集中させ、一人ひとりの

理解度合いを確認し、仮に不十分である場合には、塾生の理解を深めるような工

夫と努力を怠らない。学習塾において教鞭を執る者にはこうした要素が不可欠で

ある。

②「認めて励ます」「楽しみに通わせる」人材

　塾生は身近な者から自分の努力や成果を認められることで、学習の「意味」を

見出す。ともに学び合う時間を共有する立場にある学習塾講師は、塾生の身近な

存在として、塾生一人ひとりの「日々の努力」と「成果」を心から理解し、時に

誉め、時に励ますことで、塾生に「塾に通うのが楽しい」と思わせる人材である

べきである。

③「結果に責任を負う」人材

　仮に塾生が「わかる／できる」ようにならず、「授業を受けたこと自体に満足」

を示した場合、学習塾講師はこの状態を恥ずべきである。学習塾講師はエンター

テイナーである以前にプロの教育者でなくてはならない。「プロは結果がすべてで

ある」と自信を持って言えない人材は、学習塾講師には向かない。
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④保護者に「お金を出してもよい」と思わせる人材

　いくら能力の高い講師であっても、顧客がつかなければ学習塾のビジネスは成

立しない・「保護者」の目線にも配慮しながら、いかにすれば顧客（塾生とその保

護者）の支持を強く得られるのかに思いを馳せ続ける人材こそが、学習塾には必

要である。
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3．学習塾講師能力評価システムの体系

　　「学習塾講師能力評価システム」は、『eラーニング・筆記試験』と『実技試験』

の2つの段階を有しており、能力評価（認定）を受けるためには「『eラーニング・

eテスト』の受講と『実技試験』の受験」が求められる。

　　『eラーニング・eテスト』は、学習塾講師としての「基本的マナー」「初歩的

な心構え」を身につけることを目的に実施されるものである。なお、『eラーニン

グ・eテスト』の受講は各種実技試験を受けるための必須条件となるが、能力評

価（認定）を希望しない者（『実技試験』を受験しないもの）の受講も認められる。

　　『実技試験』は、「集団指導（教室規模20人程度）」と「個人指導」の別に評価

（認定）が行われ、それぞれには「2級」「1級」を設定している。

図表1－1　学習塾講師能力評価システムの体系

A
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〈
－
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1級実技試験
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「個人指導2級」認定

合格

2級実技試験

　　　　　　　　合格
奄奄奄奄奄奄奄奄奄奄奄奄鴛ｳ獺難麟麟iiiiiii……i嚢’

筆記

　eラ一二ング
s学習塾に勤務する者の
@　　倫理とマナー》
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iiiiiiiiiiiiiiliiiiiii……葦ン

基本的マナー確認試験

合格
　担当科目理解度試
i担当科目の公立高校入試問
@　　　　題）

　eテスト
seラ一二ングの効果測
閧ﾆしての確認テスト》

筆記試験

『実技試験』

『eラーニング・

eテスト』＆『筆

記試験』

＊本事業では「集団指導2級」に係る見直し及び「集団指導1級」に係る評価（認定）システム（図表中の網掛け部分）
を構築していくものとする。
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4．eラーニング・筆記試験修了者および集団指導各級認定者の要件

　eラーニング・筆記試験修了者および集団指導各級認定者の要件は下図表に示

す通りである。

図表1－2 「学習塾講師　基礎知識eラーニング・筆記試験」修了者

および「集団指導1級・2級」認定者の要件

筆
記
試
験
修
了
者

集
団
指
導

・学習塾講師としての、

・基本的倫理観を身につけており、

・担当科目に対する十分な知識を有する

人材

1級

・集団指導の場において、

・指導者としての品格をもち、自らの

　個性を活かし、

・塾生から信頼される態度で、学習塾

　教材をベースに独自の工夫を活か

　し、

・塾生一人ひとりの理解度や反応に

　目を配り、教室（塾生全体）のや

　る気を高揚させながら、

・学力参よび成績向上のポイントを

　確実に押さえ、教室（塾生全体）

　を掌握した効果的な学習指導がで

　きる

人材

（集団指導の実務経験3年以上〔平均5

年程度〕が目安）

2級

・集団指導の場において

・指導者として適切にふるまい、

・教室（塾生全体）のやる気や理解度

　に配慮しながら

・間違いのない学習指導ができる

人材

（集団指導の実務経験1年以上が目安）
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1．能力評価に向けた基礎知識

eラーニング・筆記試験について



II．能力評価に向けた基礎知識eラーニング・筆記試験について

1．受験要項

（1）概要

　「学習塾講師　基礎知識eラーニング・筆記試験」は、学習塾講師としての「基

本的マナー」「初歩的な心構え」を身につけるための「A．eラーニング」と、e

ラーニング終了後に受講者に対して課される「B．筆記試験」により構成される。

eテストには「基本的マナー確認試験」および「担当科目理解度テスト」の2種

類があり、「全員合格できる」ことを基本としている。

　なお、「学習塾講師　基礎知識eラーニング」を受講し、かつ、筆記試験「基本

的マナー確認試験」「担当科目理解度試験」の受験を終了すると、「担当科目理解．

度試験」の受験科目名・各試験の成績・合否が記載された受験結果が表示され、

プリントアウトすることが可能となる。eテスト「基本的マナー確認試験」「担当

科目理解度試験」の両方に合格した者に対しては、「学習塾講師集団指導2級実

技試験」の受験資格が付与される。

（2）受講資格

満18歳以上の者。

（3）実施要領

A．eラーニング

　以下の要領で実施する。

　　・講習内容：学習塾講師としての「基本的マナー」「初歩的な心構え」

　　・講習場所：学習塾および学習塾講師自宅

　　・講習方法：各受講者にI　D・パスワードを発行し、P　C端末よりアクセ

　　　ス・ログインの上、教材（eラーニング・コンテンツ（テキスト））を

　　　閲覧

　　・講習期間：随時（ただし、試験実施期間中に限る）

　eラーニング受講後、効果測定のためのeテストを受験する。なお、当該テ

　スト結果は、受講者の講習内容の定着度の参考のみに活用する。
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　B．筆記試験

　eラーニング終了後、筆記試験を以下の要領で実施する。

　なお、「担当科目理解度試験」は、「学習塾講師集団指導2級」の認定を望む

科目を受験するものとするが、1回の筆記試験実施につき1科目の受験しか認

めない。

　　・試験日時：協会が指定した日時

　　・試験場所：全国主要都市及び学習塾が設置した会場

　　・試験方法：ペーパーテスト

　　・試験時間：1時間30分（予定）

基本的マナー確認試験 担当科目理解度試験

内容

学習塾講師としての「初歩的な

S構え」「基本的マナー」の

@　理解度チェック問題

各科目の公立高校入試問題

激xルのオリジナル問題

試験時間 （予定）合計1時間30分

試験方式 選択式問題 選択式問題

問題数 20問 5問

合格ライン 正答率8割以上 正答率8割以上

備考
事前にeラーニングコンテンッ

iテキスト）の予習が望まれる

受験科目はeラーニング申込時

@　に選択するものとする

（4）e一ラーニングコンテンツ（テキスト）

　eラーニングでの学習で用いるテキストの各章末には、当該章で学んだ内容を

確認することができる練習問題を掲載した「まとめ」を設けており、筆記試験の

予復習ができるとともに、一各学習塾における研修ツールとしての活用が可能とな

っている。

　コンテンツ（テキスト）の具体的な構成は次ページの通り。
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＜eラーニングコンテンツ（テキスト）目次＞

第1章　学習塾のミッションと期待される講師像

（1）学習塾のミッション（社会から求められている役割）

（2）期待される講師像

（3）学習塾（職場）において守るべき基本的心得

（4）学習塾講師が磨くべき「人格」

（5）学習塾講師としての授業実施に当たっての心得

（6）第1章のまとめ

第2章　塾生・保護者に対してのふるまい

（1）学習塾講師としての身だしなみ

（2）学習塾講師としての言葉づかい

（3）学習塾講師としてなすべきこと

（4）学習塾講師として、してはいけないこと

（5）第2章のまとめ

第3章　コンプライアンスヘの取り組み

（1）個人情報の保護

（2）セクシュアルハラスメントの禁止

（3）人権侵害（差別）及びパワーハラスメントの禁止

（4）体罰の禁止

（5）第3章のまとめ

第4章　塾生の安全管理

（1）塾生の安全を管理するためにとるべき行動

（2）第4章のまとめ

付　録　授業の進め方
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皿．学習塾講師集団指導2級試験について



1”．学習塾講師集団指導2級試験について

1．受験要項

（1）概要

　「学習塾講師集団指導2級試験」の認定は、社団法人全国学習塾協会が選定す

る複数の評価者による「模擬授業評価チェックシート22～23頁参照）」「模擬授業

評価項目着眼点（24～25頁参照）」を用いた「模擬授業映像データ」の評価によ

って行い、「所定の要件を満たしている」と判定された者のみが合格となる。

　なお、「学習塾講師集団指導2級試験」に合格した者に対しては、社団法人全

国学習塾協会より担当科目名が記載された「学習塾講師集団指導2級認定証」が

発行される。また、受験者には合否を問わず「フィードバックシート（29頁参照）」

が返送され、これを受験者各自が「今後の能力開発指針」として活用することが

望まれる。

（2）受験資格

　「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記試験修了証」を発行された者。

（3）認定までの流れ

「学習塾講師集団指導2級」認定までの流れは、以下の通りである。

　①「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記試験」を受験する。この際、

　　　「担当科目理解度テスト」の受験科目は、「学習塾講師集団指導2級」の

　　認定を望む科目とすること。

　②基礎知識筆記試験に合格し、「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記

　　試験修了証」の発行を受ける。

　③「学習塾講師集団指導2級試験」を受験する。この際、受験科目は「担当

　　科目理解度テスト」の受験科目と同一であること。

　④合格ラインに達し、「学習塾講師集団指導2級認定証」の発行を受ける。

　なお、下記の場合には出願時にその旨を申請すれば、認定までに一定の免除が

受けられる。

　i）「学習塾講師集団指導2級試験」の不合格者が、次回以降、同一科目の「学・
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　　習塾講師集団指導2級」の認定を希望する場合；

　　⇒「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記試験修了証」を提示すれ

　　　　ば「基礎知識eラーニングの受講」「基本的マナー確認試験」「担当科

　　　　目理解度テスト」は免除される。・

ii）「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記試験修了証」の発行を受けた者

　　が、次回以降、他の科目の「学習塾講師集団指導2級」の認定を希望する

　場合；

　　⇒「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記試験修了証」を提示すれ

　　　　ば「基礎知識eラーニングの受講」「基本的マナー確認試験」は免除

　　　　される。ただし、新たに認定を望む科目の「担当科目理解度テスト」

　　　　の受験が必要。

（4）受験にあたっての提出書類等

実技試験の受験希望者は、下記の書類等に受験料を添えて事務局（社団法人全

国学習塾協会）宛てに郵送提出すること。

　a．身分証明書の写し（写真を含む）

　b．「学習塾講師基礎知識eラーニング・筆記試験修了証」の写し

　c．模擬授業映像データ（「（5）模擬授業映像の媒体・撮影条件に関するガイ

　　　ドライン」参照）

　d．補足説明書（26～27頁参照）

　e．自己評価チェックシート（28頁参照）

（5〉模擬授業映像データの撮影条件および提出媒体に関するガイドライン

模擬授業映像データは、下記の要領で作成・提出すること。

　なお、画質や音声が乱れているデータは評価の対象とならない場合もあるので

十分に留意すること。

　＜撮影場所＞

　　・静かで十分に明るい場所とし、必ずしも学習塾の教室である必要はない

　　・塾生はいない状態で撮影すること

　　・黒板・ホワイトボード等の説明補助機材を用意すること
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＜カメラのセット方法＞

　・カメラは1台のみとする

・三脚等を用い、カメラを固定した状態で撮影すること

　・この際、撮影画面の横幅は黒板・ホワイトボード等の説明補助機材より

　　若干広く映るように、縦幅は講師の腰より上が映るようにカメラをセッ

　　トすること

く授業の進め方＞

　・撮影時間は15～30分以内とすること

　・編集および撮影の中断は不可とする

　・撮影開始時のシチュエーションは、授業開始時であっても授業の途中で

　　あってもかまわない

　・塾生が教室内にいると想定すること（塾生に質問を投げかけるなどして

　　もよい）

　・黒板・ホワイトボード等の説明補助機材を使用すること

　・「自己評価チェックシート」に記載されているすべての項目が収まるよ

　　うに授業を計画すること

く提出媒体＞

　・DVD（ファイナライズを行い、他のDVDプレーヤーでも再生できる

　　ことを必ず確認すること）

＜留意点＞

　・協会ホームページに授業評価チェックシート、模擬授業評価項目着眼点、

　　撮影にあたっての注意点を公開するので、よく見た上で撮影することが

　　望ましい。

（6）評価方法

模擬授業映像データは、下記の体制・手順に沿って評価するものとする。

　＜評価体制＞　　　・

　　・評価者：3名（文系科目・理系科目担当者を各1名以上含む）

　　・評価者資格：

　　　　’①学習塾において10年以上の集団指導経験を有すること
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　　　②社団法人全国学習塾協会支部関係者の推薦を受けていること

く評価手順・合格ライン＞

★各評価者間による評価の「ブレ」が生じないよう、評価開始前に合格ボ

　　ーダーラインとなる講師の模擬授業映像データを確認し、採点基準の目

　　安をつける。

①評価者3名が一同に会し、模擬授業映像データを観ながら「模擬授業評

　　価チェックシート」「模擬授業評価項目着眼点」を用いて、「1．授業の

　　展開」「2．プレゼンテーション」「3．モチベーション指導力」「4．

　　基本的マナー」の採点を行う（適宜、「補足説明書」「自己評価チェック

　　シート」を参照）

②上記「①」の採点が済み次第、評価者は手を挙げてこれを合図する

③評価者3名全員の合図が確認された時点で、模擬授業映像データの放映

　　を終える

④被評価者の担当科目に合わせ、これを専門とする評価者が「5．授業内

　　容」を判断し、この点数を他の評価者に伝達、評価者3名全員が同じ点

　　数を記入する

⑤評価者3名各自が総ポイントを算出するとともに、評価者コメントを記

　　入する

⑥評価者3名の総ポイントの合計点数が36点以上＊の場合は「合格」、35

　　点以下の場合は「不合格」と判定する

⑦ただし、合計点数が36点以上であっても、評価者のうち1名以上が12

　　点を下回る採点を行った場合、評価者3名で協議の上、合否を判定する

　　　＊：学習塾講師としての「基本的水準を満たしてヤ1る」と評価された

　　　　　場合、総ポイントは15点であり、この8割にあたる12点が合格

　　　　　点として適切であるといえる。また、評価の公平性・客観性を保

　　　　　つためにも、合否の判定は評価者3名の総ポイントの合計によっ

　　　　　て行うことが望ましく「12点×3名＝36点」を合否判定ライン

　　　　　とする。
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（7）評価ツール

・模擬授業評価チェックシート（22～23頁）

・模擬授業評価項目着眼点（24～25頁）

・補足説明書（26～27頁）

・自己評価チェックシート（28頁）

・フィードバックシート（29頁）
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　　　　　　　模擬授業評価チェックシート

■採点の目安については、別紙「模擬授業評価チェックシート評価項目着眼点」ご参照。

■評価に当たっては、点数を○で囲むと便利です。

集団2級
0　5－0　1　－0　0　1　－0　0　0　1

．欝欝欄
彗騰雛雛叢i灘繍

蓮鰻鵜…翻…難灘…嚢醗…………

雛鱗
懸…鰍灘

D騰惹
鐵鑛

1
．
授
業
の
展
開

1例示や発問が的確である 十2 十1 O

2場面設定に即した題材の扱いをしている 十2 十1 O
3単元の要点を理解し、科目の全体構成における位置づけを意識している 十2 十1 0

4対象者の学年・学力に合わせた説明ができている 十2 十1 O

灘灘灘 裟綴1
点

講獺欄
懸羅肇繊雛鎌欝

繧擬飆飆欝欝嚢麟i
鑛灘
麟醗灘i

蜩��
難難…難

1聞き取りやすい発声をしている 十2 十1 0

2
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

2話し方にアクセント・メリハリがある 十2 十1 0

3立つ位置や体の向きが適切である 十2 十1 0

4表情に気配りがある 十2 十1 0

5板書を効果的に利用している 十2 十1 O

6けじめある授業運営が期待できる 十2 十1 0

7視線に偏りがなく全体に目を配っている 十2 十1 O

点

奄奄遠蛯奄奄奄奄堰c…………織鱗iiiiiiiii…………………

灘難灘鑛難鐵…i…i…i…i…iiiii

3
．
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
導
力

…萎…萎………纒辮

1講師のやる気が伝わっている 十4 十2 0

2興味・関心を抱かせる配慮がみられる 十4 十2 0

灘鱗灘 点
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霧織………………………………………………………………萎…織i懸　……………欝………………………萎

雛盗難饗醗鑛糖
4
．
基
本
的
マ
ナ
ー

1不適切な言葉づかいがある 0 一2 一4

2身だしなみが悪い 0 一2 一4

3態度がだらしない 0 一2 一4

欝欝 点

＜総ポイントの計算＞

点 点 点 点 点峰

総譜灘雛獲

点

↓授業科目を専門とする審査員の判断に基づきご記入ください。
膏滅i…i…ili曇lili…il轟llil難iiii…iiii藻繋≦網、…㌶…

5
、
授
業
内
容

，嚢爽灘鵜

C．．，誤…麹鵡…轟

授業内容に誤りがある 0 一2 一4

点

評価日

評価者

年 月 日
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模擬授業評価項目着眼点

1．授業の展開

iiiiiii萎iiiiiii　ii

①例示や発問が的確である ・塾生の理解を促すような例示や発問

がある

・塾生の理解度をチェックする例示や

発問がある

・例示や発問のタイミングが適切であ

@る
②場面設定に即した題材の扱いをし ・授業における導入・展開・まとめを

ている 意識している

③単元の要点を理解し、科目の全体構 ・単元における要点を押さえた上で、

成における位置づけを意識してい 各々の要点を正しく説明している

る ・当該単元と他の単元との関わりにつ

いて説明している

④対象者の学年・学力に合わせた説明 ・対象者の理解度に合った説明ができ

ができている ている

・対象者の理解度を確認している

・塾生が十分に理解できる速度である

2．プレゼンテーション
…i…i…i…i…i…iiiiiiiiii箋i箋iii箋ii

①聞き取りやすい発声をしている ・塾生の方へ向けて、はっきりと発声

@している

②話し方にアクセント・メリハリがあ

@る

・要点を、大きな声や、繰り返し言及

@することによって、強調している

E話のテンポや歯切れが良い

③立つ位置や体の向きが適切である ・ロ頭による解説時に、体を塾生へ向

@けている

E板書中に、塾生に対して長時間背を

@向けないように注意している

（右上へ続く）
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